
（
続
い
て
４
面
に
掲
載
）

陽
性
者
へ
の
差
別
・
偏
見
と

　

Ｄ
Ｖ
被
害
者
情
報
の
誤
送
付
へ
の
対
応

中
山　

均

（
会
派
に
属
さ
な
い
議
員
）

　
　

本
市
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
第
１
波
収
束
ま
で
の
対
応
に
つ
い

て
の
報
告
書
で
は
「
医
療
従
事
者
な
ど

へ
の
差
別
・
偏
見
も
顕
在
化
し
て
い
た
」

と
あ
る
が
、
陽
性
者
や
そ
の
関
係
者
へ

の
差
別
や
偏
見
は
ど
う
だ
っ
た
の
か
。

　
　

陽
性
と
な
っ
た
方
な
ど
へ
の
差

別
・
偏
見
の
声
が
あ
っ
た
た
め
、
そ
の

よ
う
な
こ
と
が
な
い
よ
う
、
正
し
い
知

識
と
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
伝
え
て
い
く
。

　
　

Ｄ
Ｖ
被
害
者
の
住
所
を
別
居
中
の

夫
に
誤
っ
て
送
付
し
た
事
件
が
あ
っ
た
。

こ
れ
ま
で
も
同
様
な
事
件
が
各
地
で
繰

り
返
さ
れ
た
こ
と
を
受
け
、
事
態
を
深

刻
に
受
け
止
め
、
単
な
る
注
意
喚
起
だ

け
で
な
く
、
シ
ス
テ
ム
改
修
や
運
用
の

両
面
で
積
極
的
に
対
応
す
べ
き
だ
っ
た

と
考
え
る
が
、
今
後
の
対
応
を
伺
う
。

　
　

Ｄ
Ｖ
な
ど
の
取
り
扱
い
注
意
者
情

報
を
シ
ス
テ
ム
上
で
連
携
で
き
る
よ
う
、

本
年
度
中
に
改
修
す
る
と
と
も
に
、
事

務
処
理
の
運
用
面
で
も
ミ
ス
が
起
こ
ら

な
い
よ
う
対
策
を
講
じ
る
。

レ
ジ
袋
と
ご
み
指
定
袋
の
融
合
と

　

旧
二
葉
中
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
活
用

美
の　

よ
し
ゆ
き

（
翔
政
会
）

　
　

レ
ジ
袋
は
海
洋
廃
棄
物
や
地
球
温

暖
化
と
い
っ
た
生
活
環
境
を
脅
か
す
存

在
に
な
っ
て
い
る
た
め
、
国
は
本
年
７

月
よ
り
有
料
化
を
開
始
し
削
減
を
図
っ

て
い
る
。
民
間
会
社
の
調
査
に
よ
る
と
、

い
ま
だ
に
２
割
の
人
が
買
い
物
で
レ
ジ

袋
を
購
入
し
て
お
り
、
ご
み
指
定
袋
を

二
次
利
用
し
て
レ
ジ
袋
に
活
用
す
れ
ば
、

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
品
使
用
の
削
減
に
貢

家
は
採
算
割
れ
を
起
こ
し
、
離
農
が
一

層
加
速
す
る
こ
と
が
危
惧
さ
れ
る
。

エ
ッ
セ
ン
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
と
い
わ
れ
、

人
々
の
日
々
の
暮
ら
し
を
食
を
通
し
て

支
え
る
農
家
を
守
る
支
援
策
に
つ
い
て

の
考
え
を
伺
う
。

●エッセンシャルワーカー
　社会生活を営む上で必
要不可欠な医療、介護、
エネルギー、ごみ収集、
運輸・物流、小売り・販
売、農業、食品生産など
の仕事に従事している人
たちを表す言葉。
　新型コロナウイルス感
染症の拡大で、その重要
性が再認識されている。

　
　

国
の
交
付
金
や
元
気
な
農
業
応
援

事
業
の
活
用
に
よ
る
主
食
用
米
以
外
の

作
付
け
を
推
進
す
る
他
、
高
収
益
な
園

芸
作
物
へ
の
転
換
支
援
や
収
入
減
少
影

響
緩
和
対
策
な
ど
を
推
進
し
て
い
く
。

医
療
・
高
齢
者
施
設
の
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
と



国
民
健
康
保
険
料
減
免
制
度
の
周
知

渡
辺　

有
子

（
日
本
共
産
党
新
潟
市
議
会
議
員
団
）

　
　

国
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
流
行
地
域
の
医
療
・
高
齢
者
施
設
な

ど
へ
の
一
斉
・
定
期
的
な
検
査
を
都
道

府
県
に
要
請
す
る
と
し
た
が
、
本
市
は

独
自
に
施
設
に
勤
務
す
る
方
、
新
規
入

院
・
入
所
者
に
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
を
実
施
し
、

財
源
措
置
を
国
に
求
め
て
は
ど
う
か
。

　
　

国
は
医
療
・
高
齢
者
施
設
な
ど
へ

の
検
査
を
一
定
の
条
件
の
下
、
一
斉
・

定
期
的
に
実
施
す
る
と
し
て
い
る
た
め
、

そ
の
取
り
組
み
内
容
や
財
源
措
置
も
含

め
、
国
の
動
向
を
注
視
し
て
い
く
。

　
　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

影
響
を
受
け
た
方
へ
の
国
民
健
康
保
険

料
の
減
免
制
度
に
つ
い
て
、
申
請
割
合

を
政
令
市
で
比
較
す
る
と
、
本
市
は
大

阪
市
を
除
く
19
市
中
18
番
目
と
低
い
状

況
で
あ
る
。
制
度
の
さ
ら
な
る
周
知
が

町
村
が
実
施
し
て
い
る
。
各
事
業
者
に

は
、
作
業
員
の
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ

ラ
ン
ス
へ
の
配
慮
を
働
き
掛
け
て
い
く
。

西
蒲
区
で
の
光
フ
ァ
イ
バ
ー
整
備
と

　

高
校
と
地
域
の
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
構
築

小
林　

弘
樹（

翔
政
会
）

　
　

本
市
に
お
け
る
光
フ
ァ
イ
バ
ー
の

最
後
の
未
整
備
地
域
は
西
蒲
区
の
五
ケ

浜
、
間
瀬
地
域
で
あ
り
、
両
地
域
か
ら

は
整
備
へ
の
強
い
要
望
が
あ
る
が
、
通

信
事
業
者
と
の
交
渉
な
ど
の
進し

ん

捗ち
ょ
く

状
況

は
ど
う
か
。

　
　

地
域
な
ど
の
熱
意
を
改
め
て
事
業

者
に
伝
え
調
整
し
た
と
こ
ろ
、
来
年
度

末
ま
で
に
サ
ー
ビ
ス
が
開
始
さ
れ
る
見

通
し
と
な
っ
た
。

　
　

将
来
の
新
潟
で
活
躍
す
る
人
材
を

地
域
社
会
で
育
て
る
取
り
組
み
が
必
要

で
あ
る
。
高
校
生
と
民
間
企
業
、
大
学
、

自
治
体
な
ど
が
協
働
し
て
地
域
課
題
に

取
り
組
む
活
動
を
学
校
の
教
育
活
動
と

し
て
明
確
化
す
る
た
め
に
も
、
国
が
進

め
る
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
を
構
築
し
、
取

り
組
み
を
強
化
し
て
は
ど
う
か
。

●高等学校とコンソーシアムの構築
　コンソーシアムとは、互いに力を合わせて目的
を達成しようとする組織や人の集団のこと。
　文部科学省では、高等学校および中等教育学校
の後期課程が自治体、高等教育機関、産業界など
との協働によりコンソーシアムを構築し、地域課
題の解決などの探究的な学びを実現する取り組み
を推進している。
　本市の高志中等教育学校は、本年度の「地域と
の協働による高等学校教育改革推進事業」におけ
る「グローカル型」指定校に応募し、推進校に指
定されている。

　
　

現
時
点
で
は
市
立
高
校
、
中
等
教

育
学
校
が
そ
れ
ぞ
れ
外
部
機
関
と
連
携

献
で
き
る
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

　
　

ご
み
指
定
袋
が
レ
ジ
袋
と
し
て
利

用
さ
れ
、
ぽ
い
捨
て
な
ど
が
な
く
な
れ

ば
、
海
洋
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
の
削
減

に
つ
な
が
る
と
考
え
る
。
今
後
、
他
の

自
治
体
の
例
も
参
考
に
研
究
し
て
い
く
。

　
　

旧
二
葉
中
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
つ

い
て
、
現
在
ど
の
よ
う
な
市
民
活
用
を

し
て
い
る
の
か
。

旧二葉中学校グラウンド（中央区）。奥の
建物は芸術創造村・国際青少年センター

　
　

隣
接
す
る
芸
術
創
造
村
・
国
際
青

少
年
セ
ン
タ
ー
の
主
催
事
業
な
ど
で
利

用
し
て
い
る
が
、
10
月
か
ら
青
少
年
健

全
育
成
活
動
な
ど
に
も
活
用
で
き
る
。

（
教
育
長
）

基
金
の
必
要
性
と



離
農
を
加
速
さ
せ
な
い
支
援
策

林　

龍
太
郎（

翔
政
会
）

　
　

基
金
は
本
市
に
と
っ
て
、
ま
た
市

民
に
と
っ
て
も
最
後
の
と
り
で
で
あ
る
。

今
後
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

対
策
や
豪
雨
・
台
風
な
ど
の
自
然
災
害

に
備
え
て
、
一
定
額
を
積
み
増
す
べ
き

と
考
え
る
が
ど
う
か
。

　
　

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
財
政
目
標
の
基

金
残
高
80
億
円
の
確
保
を
一
旦
停
止
し

て
い
る
が
、
収
束
後
に
は
、
で
き
る
限

り
早
期
の
積
み
増
し
を
進
め
た
い
。

　
　

米
の
Ｊ
Ａ
仮
渡
し
金
の
減
額
が
こ

れ
以
上
続
く
よ
う
で
あ
れ
ば
、
生
産
農

必
要
で
は
な
い
か
。

　
　

今
後
、
保
険
料
未
納
の
通
知
や
税

申
告
用
の
保
険
料
納
入
済
額
の
お
知
ら

せ
の
発
送
時
に
減
免
制
度
を
案
内
す
る

な
ど
、
さ
ら
な
る
周
知
に
努
め
て
い
く
。

公
募
に
よ
る
民
間
人
校
長
制
度
の
継
続
と



家
庭
ご
み
収
集

佐
藤　

正
人（

翔
政
会
）

　
　

現
在
２
人
い
る
公
募
に
よ
る
民
間

人
校
長
は
、
教
師
と
児
童
な
ど
と
一
緒

に
な
っ
た
学
校
づ
く
り
を
進
め
て
い
る

他
、
地
域
行
事
に
も
積
極
的
に
参
加
し

各
自
治
会
長
か
ら
も
評
価
さ
れ
て
い
る
。

公
募
を
続
け
て
い
る
政
令
市
も
あ
る
中
、

本
市
は
な
ぜ
募
集
を
休
止
し
た
の
か
。

　
　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
の
全

面
実
施
に
向
け
、
民
間
人
校
長
の
役
割

な
ど
の
見
直
し
が
必
要
と
考
え
、
当
面

の
間
、
募
集
を
休
止
す
る
こ
と
と
し
た
。

（
教
育
長
）

　
　

現
在
燃
や
す
ご
み
の
収
集
は
週
３

回
だ
が
、
土
曜
・
祝
日
も
勤
務
が
あ
る

ご
み
収
集
業
者
へ
の
若
者
の
入
社
が
少

な
い
と
い
う
話
も
聞
く
。
収
集
車
の
排

出
す
る
Ｃ
Ｏ
２
削
減
や
従
事
者
の
働
き

方
改
革
な
ど
の
観
点
か
ら
、
現
在
の
収

集
回
数
に
つ
い
て
ど
う
考
え
て
い
る
か
。

コロナ禍における緊急事態宣言下でも、本市のご
み収集は大きな影響もなく通常どおり行われた。

　
　

週
３
回
の
収
集
は
政
令
市
で
は
本

市
の
み
だ
が
、
県
内
で
は
約
７
割
の
市

を
進
め
て
い
る
が
、
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム

の
役
割
は
大
き
い
た
め
、
構
築
に
向
け

て
そ
の
在
り
方
な
ど
を
検
討
し
て
い
く
。

（
教
育
長
）

洪
水
時
の
自
動
車
避
難
対
策
と



分
煙
に
よ
る
受
動
喫
煙
対
策

皆
川　

英
二（

翔
政
会
）

　
　

現
在
の
車
社
会
で
は
自
動
車
で
の

避
難
が
絶
対
的
に
多
い
。
洪
水
時
に
は

渋
滞
で
進
め
ず
濁
流
に
の
み
込
ま
れ
た

事
例
も
多
く
、
そ
う
い
っ
た
危
険
を
回

避
す
る
た
め
に
も
、
多
く
の
自
動
車
を

受
け
入
れ
ら
れ
る
ス
ペ
ー
ス
を
前
も
っ

て
近
隣
に
確
保
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
　

地
区
防
災
計
画
を
策
定
す
る
過
程

な
ど
に
お
い
て
、
自
動
車
避
難
を
含
め
、

地
域
の
実
情
に
応
じ
た
避
難
の
手
段
や

場
所
の
検
討
を
進
め
て
い
く
。

　
　

現
状
の
社
会
情
勢
に
鑑
み
れ
ば
、

受
動
喫
煙
防
止
の
た
め
に
は
分
煙
を
徹

底
し
て
い
く
こ
と
が
極
め
て
重
要
で
あ

る
。
繁
華
街
や
人
の
大
勢
集
ま
る
屋
外

に
分
煙
施
設
な
ど
を
設
置
す
る
こ
と
で
、

路
上
喫
煙
や
ぽ
い
捨
て
な
ど
の
マ
ナ
ー

違
反
も
減
ら
せ
る
の
で
は
な
い
か
。

　
　

本
市
設
置
の
屋
外
の
分
煙
施
設
は

新
潟
駅
の
万
代
口
と
南
口
に
あ
る
が
、

完
全
に
煙
が
漏
れ
る
こ
と
を
防
ぐ
構
造

で
は
な
い
た
め
、
今
後
、
改
修
す
る
際

に
は
、
受
動
喫
煙
対
策
を
検
討
す
る
。

●改正健康増進法と受動
　喫煙の防止
　改正健康増進法は令和２年４月
１日から全面施行となっている。
　同法では、多くの施設において
屋内が原則禁煙、20歳未満は喫煙
エリアへの立ち入り禁止、屋内で
の喫煙には喫煙室の設置が必要、
喫煙室には標識掲示が義務付けら
れるなど、望まない受動喫煙を防
止するための取り組みが、ルール
化されている。

にいがた市議会だより3 令和２年（2020年）11月１日

●本会議での発言などを記録した『会議録』を市政情報室（市役所本館１階）および市立図書館に備えてありますのでご利用ください。


